










































高の自分になる（being at one’s best）」〈３４〉とする傾向が観察されるという。即ち「家族愛，兄
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もってそうした社会では，「自己中心的ではなく，存在価値を基礎とした政治（Politics of un-
selfishness. Politics is the B-politics）」〈２９〉が観察される８。確かに其々「個々人は弱く，才能に溢
れている訳ではない」〈２９〉。と同時に「神聖で，減じることのできない尊厳や権利を有した存在
（some sacredness, irreducible dignity, rights）」〈２９〉であるとも見られている。それ故，「私は兄
弟の番人であり，特に病気がちな兄弟にとってはそうである」〈２９〉との，はっきりとした「義務
と責任感を有した政治（Politics of duties & responsibilities）」〈２９〉が見られる。具体的には，「排
他主義，同盟ないしは敵対なるものを乗り越える政治」〈２９〉，「一つの世界，一つの種族という全
体的政治が行われ」〈２９〉，そこには「正義，愛情，同情，寛大さに基づいた政治（Politics of jus-
tice, love, compassion, & forgiveness）」〈２９〉が観察される。
こうした社会の基礎にある価値は，“経済”体制にも反映されていく。「道徳的で兄弟愛に満
ち，人間主義的な経済活動が見られる（Moral, brotherly, humanitarian economics）」〈２８〉ように
なるとマズローはする。即ち，「義務，責任，状況から求められるものに対して応えること」〈２〉，
「他者が報われることや報酬を受けることに対して，非個人的な法則に基づいた責任感がみられ
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生存のために個々が争い合うこと（“Survival of the fittest”＝whoever survives & wins. Individual












全てのものを手中にする権利（Jungle economics＝you have a right to everything you can get）」
（２８）が主張される，と。「「これは俺様のものだ」という絶対的な立場（“It’s mine”＝absolute
statement）」（２８）からものを言うのである。「他者への義務など何もなく（no obligation to oth-
ers）」（２８），「他者への責任感の無さ（No responsibility to others）」（２）が蔓延っている。「自分に
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分自身に相応しいことを行っていなければ（unless the individual is doing what he is fitted
for），常ではないが，しばしば新しい不満や不安（a new discontent and restlessness）が直
ちに芽生えてくるのを感じる」。
・「ますます自分らしくなりたいという願望，かけがえのない存在になりたいというという願















だ十分にわかっていない（we do not know much about self-actualization）」，「これは研究のため




年の研究期間を経て，論文「高次欲求と低次欲求（“Higher” and “Lower” Needs）」（１９４８）２４の中
で「自己実現」欲求が非自己中心的なものであることを彼は明示した（これは１９５４年著作Moti-
vation and Personality の第８章となる）。更に１９５０年論文「自己実現的人間：心理学的健康の研
究（Self-Actualizing People: A Study of Psychological Health）」２５，および１９５３年論文「健全な人々




が，１９５４年著作Motivation and Personality であった。
更に彼は，１９５９年論文「至高経験における存在の認識（Cognition of Being in the Peak Expe-
rience）」２７において，至高経験と存在価値の概念を提唱した。こうしたことを踏まえ，１９６２年著












一例として，経営学者 D. M. マグレガー（Douglas Murray McGregor;１９０６―１９６４）は，マズ
ローの１９５４年著作Motivation and Personality で述べられた「自己実現」概念をベースにして，

































４ マズローの日記は後年，R. J. ローリーによってタイプ打ちされ出版された。本稿のマズロー日記に関す
る引用は，同著からのものである。Lowry, R. J., The Journals of A. H. Maslow, Volume II , C. A.: Brooks/
Cole Publishing Company.,１９７９.（以下，Volume II ., と略記）。
５ Volume II ., pp.１２０８―１２１１.
６ The Farther Reaches of Human Nature（１９７１）において，マズローは存在価値の１つとして Effortless-
ness（無為）を挙げており，他方，その対極にあるものとして Effortfulness（過度な無理をすること）を
挙げている。しかし同著訳本『人間性の最高価値』では，このどちらの原語も「無為」として和訳されて




７ Maslow, A. H., A Theory of Metamotivation: The Biological Rooting of The Value-Life., Journal of Human-
istic Psychology .,７., No.２.,１９６７., pp.１０８―１０９.
８ 「自己実現」概念の政治への応用手法は，Maslow, A. H., Politics３., Politics and Innocence; A Humanistic
今日の所謂「自己実現」社会に関する一考察 81
Debate ., Saybrook Publishers.,１９８６., pp.８０―９６. を参照のこと。
９ Volume II ., p.１２０８.





の著作を参照のこと。Maslow, A. H., Eupsychian Management: A Journal ., Homewood, Ill.: Irwin-Dorsey.,
1965.（同著は後年，原年廣氏により和訳され，『自己実現の経営』（産業能率短期大学出版部）として公刊
されたが，全訳ではないことに注意されたい。一例として，原著 “Memorandum on the Goals and Direc-
tives of Enligtened Management and of Organizational Theory” の章（pp.39―41.）と，それに当たる「革新
的経営と組織理論の目的」（38―39頁）の章を比較されたい）。
ところで上記 Eupsychian Management は，彼の死後，マズローと個人的な関わりのあった知人たちの
コメント等を加えて，D. C. ステファンズらが編集し，著作Maslow on Management（１９９８）として著作
名を変えて再度出版された（同著は２００１年に和訳本も出版された）。ただし，このMaslow on Management





てマズローが記載していた数章が，Maslow on Management の著作では割愛されていること。③上記②と
相通ずる点であるが，原著には書き記されていた文言・段落の幾つかが省かれてしまっていること。その
ため彼が原著にて言わんとしていた内容の幾つかが不明瞭となっていること（例えば原著 p.１２. と後者の
p.１６.，および原著 p.１６０. と後者の p.１９５.，さらには原著 p.２２３. と後者の p.２５２. を比較されたい）。④著
作Maslow on Management において参照するよう勧められている幾つもの参考文献が，ナンバーが振られ
ているだけで実際には載せられていないため，その文献が何であるかの判別が困難であること（例えば，
同著 p.１５０. や p.２６８. に載せられている参考文献１０２が何の著作であるのか，また p.１４５. に載せられて
いる参考文献９７や１０４が何の著作であるかが挙げられていない。こうした箇所は，他にも見つけられ
る）。結果として，後者Maslow on Management だけを読んでもマズローが言わんとしていた真意や，彼
が提示した彼独自の概念を誤解しかねないこと，また，何の参考文献を用いていたのかの裏を取ること等
が困難である。従って，Maslow on Management を学術論文にて用いる際には，こうした点に留意が必要
である（Maslow on Management ., John Wiley & Sons, Inc.,１９９８.）。
１２ Volume II ., p.１２０８.
１３ Volume II ., p.１２０５.










１７ Maslow., A. H., “A Theory of Human Motivation,” Psychological Review .,５０.,１９４３., p.３８２.（以下より，A
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Theory. と略記）。
１８ A Theory., p.３８２.
１９ Goldstein, K., The Human Nature in the Light of Psychopathology ., Harvard University Press.,１９４０., pp.







れる（The Human Nature ., pp.２０３―２０４.）。そこで，ゴールドシュタインは，人が葛藤をなくし，他者と
共に調和的に生きていくためには一定の積極的な努力が必要であるとする。そのために，「他者侵害・攻
撃（encroachment, aggression）」と「自己抑制・服従（self-restriction, submission）」という２つの行動
型の適当なバランシングが求められるとする（The Human Nature ., pp.２０４―２０６.）。神経症患者にあって
は異常な攻撃を行ったり，あるいは異常な服従を示したりするが，健常者は他者との間に適当な折り合い
を付けることができる。健常者に見られる適当な折り合いとは，個人が自己実現を達成し，かつ他者の自
己実現をも促進するには，侵害行動と従順行動との間において一定の均衡関係（a balanced relation be-





２２ A Theory., p.３８３.
２３ Lowry, R. J., A. H. Maslow: An Intellectual Portrait ., Brooks/Cole Publishing Company.,１９６３., p.８１.
２４ “Higher” and “Lower” Needs., Journal of Psychology .,２５.,１９５５., p.４３６.
２５ Maslow, A. H., “Self-Actualizing People: A Study of Psychological Health”., Personality Symposia: Sympo-
sium #1 on Values ., New York: Grune & Stratton.,１９５０., pp.１―３４.
２６ Maslow, A. H., “Love in Healthy People”., In A. Montagu（Ed）., The Meaning of Love ., New York: Julian
Press.,１９５３., pp.５７―９３.
２７ ただしこの１９５９年論文は，１９５６年９月１日開催のアメリカ心理学会におけるパーソナリティ及び社会
心理学分科会における会長講演であり，また当該原稿が１９５７年１０月２９日付けで Journal of Genetic Psy-
chology の編集委員会に受理されていることが論文脚注に示されている。ということは，Maslowの本格的
な自己実現概念は１９５６年時点でほぼ確立していたと考えられる。
２８ Toward a Psychology of Being ., Princeton., N. J.: Van Nostrand.,１９６２., p.９１.
２９ Theory Z., Journal of Transpersonal Psychology ., l., No.２.,１９６９., pp.３１―４７.
３０ C. アージリス，河野昭三監訳，『組織の罠―人間行動の現実―』，文眞堂，２０１６年，２０８頁。
３１ The Human Side of Enterprise ., McGraw-Hill Book Co.,１９６０., pp.４５―５７.
３２ Motivation and Personality ., New York: Harper & Bros.,１９５４., p.９１.
３３ この点については，三島斉紀，「Maslow理論の経営学的「受容」に関する一考察―D. McGregorの
１９５７年論文を中心にして―」，藤本雅彦編著，『経営学の基本視座：河野昭三先生還暦記念論文集』，まほ
ろば書房，２００８年，２１３―２２９頁を参照されたい。
※神奈川大学に赴任して以降，小生は，後藤晃先生から数多くの助言を頂いてきた。ここ
に記し，謝意の一端を表したい。
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